


要釣: 1994 年に共同研究者の高橋らが報告した原因不明の新生児期発疹症は、その後発

症への MRSA、特にその外毒素の関与を示唆する報告が相次いだが、その証明及び原因外

毒素の特定が困難であった。今回、患児の末梢血における T 細胞レセプター(TCR)の解析

を試み、外毒素 toxic shock syndrome toxin-1(TSST-1)に反応する TCR VB2 陽性 T 細胞

の特異的増幅と活性化を確認した。今回の結果から、黄色プドウ球菌、特に MRSA が産生

するスーパー抗原性外毒素 TSST-1 が本疾患の原因で、TSST-1 による T 細胞の異常活性化

が本疾患の発症機序と考えられた。本疾患の発症予防には新生児の出生直後の黄色プドウ

球菌の定着を予防することが最も重要と考えられた。


